
 

小学校第４学年英語活動学習指導案 

                      日時 平成２５年１０月２２日（火） 

                      指導者 ４年担任 教諭 廣田 恭子 

 

１ 単元名 わたしはだれでしょう 
  

２ 単元について 

（１）ねらいについて 

本単元では、友達の好きなものを尋ねたり答えたりする活動で得た情報をもとに、Who  

am I ? クイズを行う。お互いの好きなものを伝え合う活動は、児童の「伝えたい」「聞

きたい」という意欲を高め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる

ことにつながると考える。さらに、お互いの好きなものを伝え合う活動は、友達の新し

い一面を知り、他者理解を深めるきっかけにもなるであろう。 

また、好きなものを伝え合う活動後に行う Who am I ? クイズは、友達の誰かになり

きって「わたしはだれでしょう」と問題を出したり、ヒントをもとに答えが誰なのかを

考えたりするなど、児童の興味をおおいにかき立てる活動になると考える。 

取り上げる言語材料は、児童がこれまでに慣れ親しんできた果物、色、スポーツなど

の英語を使用する。第５学年の外国語活動でも扱うこれらの英語に段階を追って慣れ親

しませることは、中学年の英語活動を高学年の外国語活動に円滑につなげる上でも効果

的であると考え、本単元を設定した。 

 

（２）児童の実態について 

  
※  省略 

 

（３）指導にあたって 

○ 日本語（外来語）との音の違いに気付き、英語の音に慣れさせるために、チャン

ツやゲームなどを取り入れ、楽しみながら英語の音に親しませる活動を行う。 

○ 発話への自信を徐々に高めるために、会話のやり取りに必要な表現に慣れ親しま

せる際には、ゲーム等を取り入れながらペアやグループで教え合ったり、確認し合

ったりする場を設定する。 

○ 活動への関心・意欲を高めるために、単元の導入段階において、「友達と好きな

ものを伝え合い、『わたしはだれでしょう』クイズを楽しもう」という活動のゴー

ルを知らせる。 

○ 単元の目標に向けて取り組ませるため、毎時間の授業の最初に本時のめあてを確

認し、最後にはそのめあてを意識した振り返りを行わせる。 

 



 

○ 会話のやり取りの中で、Eye contact, Clear voice, Smile, Good gesture など

を意識して相手に分かりやすく伝え合っている児童を紹介する。 

○ 児童の自己評価力を高めるため、友達の良さや頑張りを具体的に認め合う場を設

け、より良いコミュニケーションとするための４つの視点に沿った助言を行ってい

く。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

  友達に好きなものを尋ねたり答えたりする活動や Who am I ? クイズを通して、コミ 

ュニケーションを図ることを楽しむ。 

 

４ 単元の評価規準 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き 

・進んで友達にインタビュー

して、好きなものを尋ねた

り答えたりしている。 

・What ～ do you like ? /I 

like～.という表現に慣

れ、好きなものを尋ねたり

答えたりしている。 

・身近なものを表す英語と日

本語（外来語）の共通点や

相違点に気付いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用 

・児童の活動への意欲を高め活動に取り組ませるため、電子黒板を使った自作の 

Who am I ? クイズの問題を提示する。 

②児童の活用 

 ・Who am I ? クイズ出題のための自分や友達の発表の様子を、タブレット端末を

活用して動画で撮影し振り返ることにより、友達の良さに学び、また、自分の発

表をさらに高めるために必要なことを明確につかむ。 

 

 



 

５ 指導計画及び評価基準（３時間取扱い） 

時 学習活動 指導上の留意事項 コ 慣 気 評価基準・評価方法 

１ 

 

 

 

 

○果物、色、スポ

ーツの英語や

What ～ do you 

like ? /I like

～.を使った会

話表現に慣れ

る。 

・児童に単元のゴール

を知らせ、活動への

意欲を高める。 

・絵カードを見せなが

ら発話させ、身近な

ものを表す英語と日

本語（外国語）との

共通点や相違点に気

付かせる。 

・ゲームを通して、

What ～  do you 

like ? /I like～.

の会話表現を繰り

返し楽しく発話さ

せる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ ・身近なものを表す英

語と日本語（外国語）

との共通点や相違点

に気付いている。 

【観察・自己評価シー

ト】 

・What ～ do you like ? 

/I like～.の会話表

現に慣れ、好きなも

のを尋ねたり答えた

りしている。 

【観察・自己評価シー

ト】 

２ ○What ～ do you 

like ? /I like

～.の会話表現

で、好きなもの

をインタビュー

し合う。 

・より良いコミュニケ

ーションとなるよ

う、Eye contact,  

Clear,voice, 

smile, Good gesture 

の４つの視点を意識

させる。 

○   ・進んで友達にインタ

ビューして、好きな

ものを尋ねたり答え

たりしている。 

【観察・自己評価シー

ト】 

３ 

 

本

時 

○Who am I ? クイ

ズ大会をする。 

・教師自作のクイズ問

題を提示し、活動へ

の意欲を高める。 

・Who am I ? クイズを

通して、友達とコミ

ュニケーションを図

る楽しさを味わわせ

る。 

○   ・より良いコミュニケ

ーションとなるよ

う 、 Eye contact, 

Clear voice, Smile, 

Good gesture を意

識してクイズの受け

答えをしている。 
【観察・自己評価シー

ト】 

 

 

 

 

 



 

６ 本時の展開 

（１）目標  Eye contact, Clear voice, Smile, Good gesture を心掛けて Who am I ? 

クイズを行いながら、コミュニケーションを楽しむ。 

（２）展開 

過

程 

学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT活用 

導 

入 

７ 

分 

 

１ 始めの挨拶をする。 

２ ダンシングリッシュ（英語体操）

をする。 

３ 学級担任とＡＬＴの会話を聞き、

話の内容を考える。 

４ チャンツに合わせて、クイズに使

う英語表現を練習する。 

 

・児童とともに笑顔で活動し、児童の

意欲を高める。 

・変化のある繰り返しにより、楽しみ

ながら発話させる。 

 

CDプレー

ヤー 

リズムボ

ックス 

絵カード 

吹き出し 

 

 

 

 

  

展 

開 

30 

分 

４ Who am I ? （わたしはだれでしょ

う）クイズ大会の進め方を知り、出

題の際に心掛ける点を確かめる。 

(T)分かりやすいクイズにするため、心

掛けることを考えましょう。 

(C)はっきりした声で言います。 

(C)笑顔の方が楽しくなるなぁ。 

(C)ジェスチャーを付けたら、もっと分

かりやすいよね。 

 

５ ３～４人のグループでアドバイス

し合って、出題の練習をする。 

(T)タブレットのカメラで撮影し合い

ながら、お互いにアドバイスをしま

しょう。 

(C)もう少しはっきり話すと、もっと分

かりやすくなるよ。 

(C)ジェスチャーも付いていて、分かり

やすいし楽しいよ。 

 

 

徹底指導（ポイント） 

①より良いコミュニケーションとする

ための視点として、以下の４点を提

示する。 

・Eye contact ・Clear voice 

・Smile ・Good gesture 

 

能動型学習（ポイント） 

①撮影した動画を一時停止したり繰り

返し再生したりして、より良いコミ

ュニケーションとするための４つの

視点ができているかグループで話し

合わせる。 

②出題するときも答えを発表するとき

にも、より良いコミュニケーション

とするための４つの視点を心掛けさ

せながら、クイズを進める。 

③全体の半分のグループからの出題が

終わった時点で、中間評価の場を設

けて、友達の頑張りや良さを振り返

る。 

 

 

電子黒板 

教師作成

によるク

イズ 

 

 

 

タブレッ

ト端末 

（１グル

ープ３～

４人に１

台、全部

で８グル

ープ） 

めあて Eye contact, Clear voice, Smile, Good gesture を心がけながら、 
“わたしはだれでしょう”クイズを楽しもう。 

 



 

６ ８つのグループが１題ずつ出題し

ながら、クイズ大会を行う。 

(T)問題を出すときも答えを発表する

ときにも、Eye contact, Clear  

voice, Smile, Good gestureを心掛

けましょう。 

(C)え？ この問題の友達って誰だろ

う？ 

(C)へー！ ○○さんはそれが好きだ

ったの！ 初めて知ったよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準より良いコミュニケーション

とするための視点を４点とも心掛けな

がら、クイズに取り組んでいる。 

<Ｂ基準に達していない生徒への手立て> 

○より良いコミュニケーションとする

ための４つの視点の中で、１つでも

よいから心掛けるよう助言し、それ

を達成したらおおいに賞賛する。 

終 

末 

８ 

分 

７ 本時の学習を振り返り、学習のま

とめをする。 

 

 

８ 終わりの挨拶をする。 

 

○本時のめあてを振り返り、めあてを

意識しながら自己評価シートに記入

させる。 

 

○児童には友達や自分の頑張りや学習

の感想を出し合わせ、教師も本時の

学習における児童の良さを伝え、今

後の英語活動への意欲を高める。 

自己評価

シート 

 

 

◆関心・意欲・態度（観察） 

Ｂ基準より良いコミュニケーショ

ンとするための視点を心掛けなが

ら、Who am I ? クイズに取り組ん

でいる。 

【言語活動】（設定の意図） 

前時のインタビューを通して

得た情報をもとに友達に関する

クイズを行う中で、友達の新しい

一面に気付かせたり、他者とコミ

ュニケーションを図る楽しさを

感じ取らせたりしたい。 


